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2020 年 6 月 30 日 達 第 16 号 
鋼船規則検査要領の一部を改正する達 
 
「鋼船規則検査要領」の一部を次のように改正する。 

 

U 編 非損傷時復原性 

改正その 1 

 
附属書 U1.2.1 船長のための復原性資料に関する検査要領 

1.3 復原性資料の記載内容 

1.3.10 一般資料 
 
-10.及び-11.を次のように改める。 

 
-10. 損傷時復原性が規則 C 編 4 章又は C6.1.1-2.(1)の規定に従って計算される場合，許

容 G0M 曲線はそれぞれ 3 つの喫水（ds，dp，dl)に想定される最小要求 G0M の間の線形補間

により決定すること。異なるトリム状態で追加の区画指数を計算する場合，得られた G0M
の最小値を包絡する単一の曲線を作成すること。最大許容 KG0 の曲線を作成する場合は，

得られた最大許容 KG0 の曲線は G0M の線形変化に対応したものとすること。最大許容 KG0

の曲線を作成する場合であって，軽荷航海喫水におけるトリムが他の喫水におけるトリム

と異なる場合，部分区画喫水におけるトリムと軽荷航海喫水におけるトリムを補間するた

め，部分区画喫水と軽荷航海喫水の間の喫水に対する TKM を，部分区画喫水におけるト

リムと軽荷航海喫水におけるトリムを補間したトリムについて計算すること。 
-11. 前-10.の単一の包絡線の代替として，追加のトリム状態に対する計算は，それぞれ

の区画喫水で想定されているすべてのトリム状態について，共通な一つの G0M で行って差

し支えない。規則 C 編 4 章に規定される到達区画指数 A の計算においては，各部分区画指

数 As，Ap 及び Al についてトリム状態ごとに計算された値の最小値を使用すること。これ

により，それぞれの喫水で使用される G0M に基づいて，一つの最小要求 G0M 曲線が得ら

れる。また，想定されるトリム範囲を示すトリム制限図を作成すること。（図 1 参照） 
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図 1 として次の図を加える。 

 
図 1 トリム制限図（左）と単一の最小許容 G0M 曲線（右）の例 

 

 
 
 
 
 

附  則（改正その 1） 

 
1. この達は，2020 年 6 月 30 日から施行する。 
2. 次のいずれかに該当する船舶以外の船舶にあっては，この達による規定にかかわら

ず，なお従前の例による。 
 (1) 2020 年 1 月 1 日以降に建造契約が行われる船舶 

(2) 建造契約が存在しない場合には，2020 年 7 月 1 日以降にキールが据え付けら

れる船舶又は特定の船舶として確認できる建造が開始され，かつ，少なくと

も 50 トン又は全建造材料の見積重量の 1%のいずれか少ないものが組み立て

られた状態にある船舶 
 (3) 2024 年 1 月 1 日以降の引き渡しが行われる船舶 
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改正その 2 

 
U1 通則 

U1.1 一般 

U1.1.3 定義 
 
-1.を次のように改める。 
 

-1. 規則 U 編 1.1.3(1)の適用上，「風雨密の閉鎖装置を備えない開口」には，規則 C 編

23.6.5-2.又は規則 CS 編 21.6.5-2.に従って風雨密の閉鎖装置を備える通風筒であっても，運

航上の理由から，機関室又は，非常用発電機室又は閉囲された車両積載区域及びロールオ

ン・ロールオフ区域（非常用発電機室は，復原性計算において浮力に算入されている場合

又は下方に通じる開口を保護している場合）に給気を行うために開放しておく必要がある

通風筒を含む。閉囲された車両積載区域及びロールオン・ロールオフ区域の通風筒を「風

雨密の閉鎖装置を備えない開口」として取扱うことが技術的に実現不可能な場合，主管庁

が適当と認めた場合に限り，同等の安全性を確保する代替措置を用いて差し支えない。 

 

 

 

 

 
附  則（改正その 2） 

 
1. この達は，2020 年 12 月 30 日（以下，「施行日」という。）から施行する。 
2. 施行日前に建造契約が行われた船舶にあっては，この達による規定にかかわらず，

なお従前の例による。 
 




